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◆
一
月

前
住
職
が
卒
寿
を
迎
え
ま
し
た
。

「
九
十
歳
を
迎
え
て
」
江
尻

茂

昭
和
四
年
一
月
二
十
日
、
当
寺
三

男
坊
と
し
て
こ
の
世
に
生
を
享
け
、

昭
和
四
十
二
年
十
月
四
日
、
本
願
寺

で
の
第
一
回
住
職
補
任
式
に
出
席
。
爾
来
、
四
十
八
年
に

わ
た
り
、
門
信
徒
の
皆
様
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
援
助
を
賜

り
、
健
康
長
寿
で
今
日
を
迎
え
ま
し
た
。
誠
に
感
慨
無
量

で
す
。

ま
た
、
改
め
て
お
礼
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
み
仏
と
皆
様
の
御
懇
情
に
深
く
思
い
を
は
せ

な
が
ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
残
さ
れ
た
人
生
を

よ

り
充
実
し
た
生
き
方
を
と
願
い
つ
つ
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
当
山
第
二
十
代
慶
之
が
昨
年
十
一
月
、
本
願
寺
の
研
修
を
終

え
、
本
願
寺
か
ら
住
職
資
格
（
本
願
寺
派
教
師
）
を
授
け
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
、
本
願
寺
の
法
要
に
結
衆
（
読
経
の
僧
侶
）
と
し
て
出
勤
で
き

る
法
務
員
の
資
格
も
取
得
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
住
職
も
今
の
住

職
も
持
っ
て
い
な
い
資
格
で
す
。

三
月
八
日
（
金
）

「
平
成
三
十
年
度
第
四
回
仏
教
講
演
会
」

午
後
一
時
半
～

講
師

安
方
哲
爾
師
（
貝
原
市
）

安
方
先
生
は
、
以
前
は
本
願
寺
勧
学
寮
と
い
う
宗
学
研

究
の
機
関
に
お
ら
れ
、
本
願
寺
出
版
社
か
ら
発
刊
さ
れ
て
い

る
書
籍
に
も
執
筆
さ
れ
て
い
る
先
生
で
す
。

毎
回
、
わ
か
り
や
す
く
味
わ
い
深
い
お
話
し
で
す
。
ま
だ

一
度
も
お
聴
聞
に
来
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
人
な
ど
特
に
オ

ス
ス
メ
で
す
。

三
月
二
十
一
日
（
木
・春
分
の
日
）

「
平
成
三
十
一
年

春
の
彼
岸
会
」

午
前
十
時
～
十
一
時

善
養
寺
墓
苑
（
城
北
墓
苑
）

◆
仏
教
婦
人
会
平
成
三
十
年
度

第
三
回
仏
教
講
演
会

昨
年
十
二
月
十
四
日
、
今
年
度

の
仏
教
婦
人
会
第
三
回
仏
教
講
演

会
を
行
い
ま
し
た
。
ご
講
師
は
お
な

じ
み
の
谷
川
弘
顕
先
生
で
し
た
。
い

つ
も
の
よ
う
に
、
楽
し
く
て
わ
か
り

や
す
い
ご
法
話
を
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

お
話
し
の
中
で
、
「
讃
仏
偈
」
の
話

が
出
ま
し
た
。
讃
仏
偈
は
日
常
的
に

お
勤
め
す
る
お
経
の
一
つ
で
す
。
讃

仏
偈
は
次
の
言
葉
で
終
わ
り
ま
す
。

「
我
行
精
進

忍
終
不
悔
（
我
が
行
、
精
進
に
し
て
、
忍
び
て

つ
ひ
に
悔
い
じ
）
」（
浄
土
真
宗
聖
典
註
釈
版
十
三
頁
）

こ
の
「
我
」
と
は
誰
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
「
我
」
は
実
は
、
阿
弥
陀

如
来
様
が
、
仏
様
に
な
ら
れ
る
前
の
菩
薩
の
時
の
「
我
」
な
の
で

す
。
菩
薩
様
が
、
精
進
を
重
ね
て
仏
様
に
な
る
誓
い
を
述
べ
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
「
我
」
を
「
自
分
」
に
置
き
換
え
て
、
自
分
を
見
つ
め
る
と
、

「
忍
終
不
悔
」
と
は
、
大
変
な
誓
い
で
あ
り
、
我
々
凡
夫
に
は
本

当
に
難
し
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
凡
夫
に
は
難
し
い
か

ら
こ
そ
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
、
仏
様
が
お
救
い
を
お
示
し
く
だ

さ
っ
て
い
る
の
で
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
「
我
行
精
進
、
忍
終
不
悔
」
は
高
倉
健
さ
ん

が
座
右
の
銘
と
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

◆
平
成
三
十
一
年
「
元
旦
会
」

が
ん
た
ん
え

「
平
成
」
と
書
け
る
の
が
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今

年
も
、
穏
や
か
な
元
日
の
天
気
の
も
と
「
元
旦
会
（
が
ん
た
ん

え
）
」
を
勤
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
年
末
年
始
は
、
お
寺
に

よ
り
、
除
夜
の
鐘
を
つ
き
、
そ
の
ま
ま
除
夜
会
、
元
旦
会
を
勤
め

る
お
寺
も
あ
り
ま
す
が
、
当
坊
は
梵
鐘
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
昔

か
ら
除
夜
会
は
勤
め
ず
、
元
日
の
朝
に
「
元
旦
会
」
を
勤
め
ま

す
。参

拝
の
皆
様
と
一
緒
に
「
正
信
偈
」
を
読
経
し
、
そ
の
後
恒
例

の
伊
藤
典
芳
さ
ん
に
よ
る
献
歌
、
当
坊
責
任
役
員
の
北
野
実
さ



ん
の
挨
拶
、
そ
し
て
献
杯
と
続
き
ま
す
。

今
年
も
多
く
の
方
に
参
拝
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
詣
は
、

日
本
人
の
年
間
行
事
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
浄
土
真

宗
の
お
寺
に
お
参
り
し
、
一
緒
に
お
勤
め
を
す
の
は
、
昨
年
一

年
の
修
正
を
し
て
、
今
年
も
ま
た
お
念
仏
の
生
活
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
と
い
う
、
決
意
と
感
謝
の
気
持
ち
で
お
勤
め
を
い

た
し
ま
す
。

元
旦
会
お
年
玉
（
ね
ん
ぎ
ょ
く
）

伊
藤
さ
ん
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

責
任
役
員
北
野
実
さ
ん
挨
拶

※
北
野
実
さ
ん
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
２
０
１
９
年
度
の
予
定

四
月
二
十
日
（
土
）
・二
十
一
日
（
日
）
〈
確
定
〉

「
三
十
年
永
代
経
法
要
」

講
師

寺
西
良
文
師
（
氷
見
市
）

五
月
二
十
五
日
（
土
）
〈
確
定
〉

「
第
四
十
一
回
仏
教
婦
人
会
総
会
並

第
一
回
仏
教
講
演
会
」

講
師

藤
澤
め
ぐ
み
師
（
京
都
市
）

ゲ
ス
ト

萩
由
美
子
（
バ
イ
オ
リ
ン
）

七
月
十
日
（
水
）
〈
確
定
〉

「
第
二
回
仏
教
講
演
会
」

講
師

谷
川
弘
顕
師

八
月
十
三
日
（
火
）
〈
予
定
〉

盂
蘭
盆
会
法
要
城
北
墓
地
）

十
五
日
（
木
）
〈
予
定
〉
同

法
要
（
本
堂
）

九
月
二
十
三
日
（
月
祝
）
〈
確
定
〉

「
第
四
回
善
養
寺
お
て
ら
く
ご
」
午
後
一
時

桂
雀
々
さ
ん(

一
席
）

十
一
月
一
日
（
金
）
二
日
（
土
）
〈
確
定
〉

「
報
恩
講
法
要
」

講
師

栗
原
一
乗
師
（
三
原
市
）

十
二
月
十
四
日
（
土
）
〈
確
定
〉

「
第
三
回
仏
教
講
演
会
」

講
師

谷
川
弘
顕
師

そ
れ
ぞ
れ
時
期
が
来
ま
し
た
ら
改
め
て
ご
案
内
し
ま

す
。
皆
様
ど
う
ぞ
お
参
り
く
だ
さ
い

◆
一
緒
に
コ
ー
ラ
ス
を
歌
い
ま
せ
ん
か
！

毎
月
第
３
金
曜
日
に
は
、
伊
藤
典
芳
さ
ん
の
ご
指
導
に

よ
り
「
善
養
寺
コ
ー
ラ
ス
」
を
開
い
て
い
ま
す
。
楽
譜
を

見
な
が
ら
歌
を
歌
い
ま
す
が
、
す
ぐ
に
歌
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
お
友
達
を
誘
っ
て
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
今
は
、
朝
ド
ラ
の
主
題
歌
「
あ
な
た
と
ト

ゥ
ラ
ッ
タ
ッ
タ
」
や
「
愛
燦
々
」
な
ど
を
練
習
し
て
い
ま

す
。

、

そ
し
て
、

今
年
は

◆
「
お
寺
ヨ
ガ
」
を
始
め
ま
す
！

今
年
、
は
じ
め
て
の
試
み
と
し
て
、
本
堂
で
ヨ
ガ
を
始
め
ま

す
！ヨ

ガ
に
親
し
む
人
た
ち(

ヨ
ギｰ

）
の
間
で
、

「
お
寺
ヨ
ガ
」
は
特
別
な
空
間
で
人
気
が
あ
る
と
か
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、Sh

in
o

（
シ
ノ
）
さ
ん
と
言
い
ま
す
。

S
h
in
o

先
生
は
お
城
の
東
の
芝
生
広
場
で
も
ヨ
ガ
教
室
を
開
い
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
ご
存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

当
面
、
別
紙
の
通
り
の
日
程
等
で
実
施
し
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

谷
川
先
生
が
本
願
寺
の
小
冊
子
に
昨
年
文
章
を
載
せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
相
田
み
つ
を
氏
の
「
そ
の
う
ち
」
と
い
う
詩
を
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

何
事
も
「
そ
の
う
ち
」
と
言
っ
て
る
間
に
・
・
・(

次
が
詩
の
終
わ
り
の
言
葉
）

「
そ
の
う
ち
そ
の
う
ち

日
が
暮
れ
る

い
ま
き
た
こ
の
道
か
え
れ
な
い
」




